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「貢献」こそ人生 ～その仕事、誰のためにやっているか？～ 
先日、高校時代の友達と食事をする機会がありました。彼は私にとって、高校３年間野球部で

過ごした青春時代の仲間であり、大切な存在です。彼は大学進学を機に九州を離れ、現在は世

界的にも有名な某自動車メーカーで働いています。仕事の関係で「小倉に来ているよ」と連絡

をもらったので、ぜひ会いたいと思い、気が付けば電車に乗っていました。 

彼と話をする中で特に印象に残ったことは、彼が働く会社のスタッフ

の視点の高さです。「うちの会社の人たちは、『どうすれば日本のために

なるのか』を真剣に考えている。うちの会社のために、ではなくて、日本

のためにという視点で働いている」と教えてくれました。世界で活躍する

人たちは、やはり考え方が違うなあと感心すると同時に、私はどんな視

点で日々生活しているのだろうと、自分自身を振り返りました。 

 

この話を、私たちの学校生活に当てはめて考えてみましょう。

自分の係の仕事を「誰のため」に行っていますか。「自分のた

め」という視点で仕事をしている人と、「学級や学年のため」と

いう視点で仕事をしている人とでは、仕事ぶりが変わってくる

気がします。 

例えば、「自分がやらなければならない仕事だから、先生に

授業の反省を聞く」という視点を持っている人と、「係として、

何をすれば学級の仲間が助かるだろうか」と、学級の仲間に視

点をおき、想像しながら仕事に取り組むのでは、仕事ぶりだけ

でなく、その仕事の価値も変わります。自分の仕事を誰のためにするか、という視点を見直してみ

るだけで、後期の仕事ぶりや仕事の価値、自分自身の充実感も変わるかもしれません。 

 

来月行われる文化発表会では、本学年の岩城晶さん、橋口心晴さんが副実行委員長を務

めます。現在、本番に向けて様々な準備を始めているところです。文化発表会は、合唱コンクール

や各部活動の発表、作品展示など、１つの行事とは思えないほど多種多様な発表があります。

それらを１つにまとめて、行事を成功に導くことは容易ではありません。岩城さん、橋口さんをはじ

め、各学級の実行委員、合唱リーダー、発表に関わる生徒、発表を応援する生徒それぞれが

「自分のため」だけでなく、「太宰府西中学校」のために何ができるかという視点をもつことで

素晴らしい行事へと近づいていくのではないでしょうか。 

人生の意味とは「貢献」である。そう理解する人だけが、どんな困難なことがあっても、勇気

をもって取り組むことができ、成功のチャンスが与えられるものだ。（アルフレッド・アドラー）  

ある心理学者の言葉です。学校行事を通して、「貢献」できる人になろう。学校行事に全力を

注ぎ、仲間や学校に貢献し、より一層成長する生徒が生まれることを願っています。  

 
＜保護者の皆様へ＞  

日頃より本校の教育活動にご協力とご理解をいただき、誠にありがとうございます。今月は定

期考査や選挙、新人戦などがあり、多くの場面で２年生が頑張る姿を見ることができました。そ

の中で、思うような結果が出ず悔しい思いをした生徒もいましたが、次の目標を立てて頑張ろう

と前を向く姿に、私たち職員も勇気をもらっています。思い通りにいかないこともあるのが人生で

す。そんなときこそ仲間と力を合わせて次の一歩を踏み出せるような素敵な学年集団となるよう、

今後も精一杯支えてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。 
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 文責 本田 光 ～ひかりに向かって～ 


